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　私たち大人は、子どもたちをほめたり叱ったりします。多くの方は、子どもをほめ
た経験、叱った経験をお持ちだと思います。そこでお聞きしたいのは、その目的です。
よいことをしたから？よくないことをしたから？だれかに役に立ったから？だれかに
迷惑をかけたから？このような理由ではなく、そのむこうにある「目的」です。何の
ために「ほめる」「叱る」をするのでしょうか。私たちは、それを明確に持っておく必
要があるでしょう。

　例えば、教師は子どもたちをたくさんほめる場面があります。教師にとって、
ほめ言葉を伝えたときの子どもたちの反応は、クラスの状態を見取る大きなバ
ロメーターです。教師のほめ言葉が、ほめ言葉として通用しているクラスは、少々
にぎやかでも大丈夫だと感じます。心配だなと思うのは、教師がほめ言葉を伝
えたときに、「今度は何をやらせたいの…」としらけた雰囲気があるクラスです。
　ほめ言葉で伝えたいこと。それは、その子の肯定的自己イメージを膨らませ
ることではないでしょうか。「自分は自分のままでいい」「自分は役に立つ」「自
分は賢い」「自分は愛されている」「自分には仲間がいる」などと思えるように。
自己イメージが肯定的なとき、子どもたちは自分の力で歩んでいきます。アド
ラー心理学で勇気づけと言われていることに近いかもしれません。一方「自分
はダメだ」「自分は無力だ」「自分は愛される価値がない」「自分はひとりぼっち」。
そんな否定的なイメージを自分自身に持っている子は、ほめ言葉を素直に受け
取ってくれないこともあります。私たちは、子どもたちが肯定的な自己イメー
ジをもてるかかわりをしたいと思います。

　受容は、感情を受けとめること。許容は、行動を容認すること。どんな感情もしっかり
受けとめますが、ダメなものはダメ、やらねばならないことはやりなさいと伝えることで
す。それも、「だれかに迷惑がかかるからダメ」ではなく、「最終的に傷つくのはあなただ
から、それをさせるわけにはいかない」と伝えます。なかなか難しいことですが、頑張り
どころだと思い、努力をしています。大人がおいしいところを持っていく必要はないです
よね。そして大人同士でこっそりほめ合いたいと思います。「私たち、よくやっているよね」と。
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ほめる・叱るは 何のため？

肯定的自己イメージ・否定的自己イメージ

受容はするけど、許容はしない

ほめ方
叱り方

こどもの


